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ＡＩ技術とＣＣＴＶ映像による交通量調査（国道８号）

○ 国道８号（福井河川国道事務所管内）に設置された既存のＣＣＴＶ映像をＡＩで分析し、交通計測

や車種判定の精度検証を実施
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国道８号

熊坂除雪基地
（388.4kp 上下2車線）

日交通量：1万３千６００台
大型車混入率：38％

国道８号

大良除雪基地
（445.0kp 上下2車線）
日交通量：８千１００台
大型車混入率：５２％

縦断勾配なし縦断勾配あり：2～3%

・対象としたCCTVの画像仕様
全国の主要な監視画像：デジタルＳＤを対象
（SD画質 ６４０×４８０ドット 毎秒３０コマ）



（単位：台/ｈ）

人的計測 ＡＩ計測 検出率 人的計測 ＡＩ計測 検出率

239 235 98% 420 416 99%

大型車 85 85 100% 54 54 100%

小型車 154 150 97% 366 362 99%

夜間
（１９～２０）

311 293 94% 325 312 96%

390 375 96% 376 359 95%

大型車 71 71 100% 68 68 100%

小型車 319 304 95% 308 291 94%

夜間
（１９～２０）

370 351 95% 323 310 96%

6/25
【晴天】

昼間
（８～９）

全車

全車

交通量（上り） 交通量（下り）

6/20
【雨天】

昼間
（８～９）

全車

全車

＜精度検証結果＞
○ 交通量 昼間 検出率：９９％～９５％

夜間 検出率：９６％～９４％

○車種判定 昼間 大型車：１００％ 小型車：９９％～９４％ （大型車による遮蔽のための低下）
夜間 検出可能な最低の明るさ５０ルクスを下回っており検出不可
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夜間の車種判定は実施せず、ヘッドライト・バックライトから交通量を算出

熊坂CCTV

精度検証結果

※ 検出率 AI計測の検出率（％） ＝ AI計測交通量 ／ 人的計測交通量

交通量把握・車種判定に一定の精度を確認（ただし夜間の車種判定は不可）
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検出可能情報

○ 進行方向別、車線別
・交通量（３車種：小型、大型貨物、バス）
・ 旅行速度
・ 占有率（画角内）

検出率

・ハイビジョン昼間：９８％
・ハイビジョン夜間：９３～９５％

（1,024×768ドット、毎秒２０コマ以上）

： ５０×５０ドット以上

： １００ドット以上、３０度以内
（フロント・リアマスクへの横方向の正対角度）

： ５０ルクス以上（夜間は要照明）

・移動体を把握するための最小のドット数

・ナンバー読み取りの必要幅、正対角度

・画像の明るさ

○ AI技術による交通量計測に必要な画像の品質

○ 計測可能情報・検出率

AIカメラの精度の現状



人とクルマの分離判別技術
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同一画像の適用

車両マスクの判読

車両特定
(例：プリウス、ふそうファイター)

車両の基本情報

・フロントマスク
・リアマスク
・サイドマスク
・名称
・車種分類

・ 判定確信度の低下事例ログ化
・ 誤りの人的な訂正

・新規車両は、

数年間の学習実績により予測

車種分類 → 数量計測

ディープラーニングによる
事前の学習

（当初 ： 数千件、継続学習）

車両計測の流れ 歩行者計測の流れ
人の基本情報

・フロントマスク
・リアマスク
・サイドマスク
・手の利用形態
・足の利用形態

移動体の検出

移動体を３分割、特徴を分析

・頭部

・胸部

・足部

歩行者特定
(顔の向き、手の振り方、足の運び方)

進行方向別 → 数量計測

同一画像から

人とクルマの

分離判別が可能に

○最先端のＩＣＴ・ＡＩ技術（画像処理やビックデータ解析技術）により、同一画像から人と自動車

を判別し計測する技術が確立されている。


